
市の支援策について 

〇 将来ビジョン実践事業費補助金 

  将来の農地利用及び地域農業の方向性を定めた将来ビジョンを実現するため、取組の本格的な実施

に先立って行う準備及び試行的な取組並びに中心的役割を担う組織体制の構築に要する経費を支援す

る。 

 ・事 業 主 体：3戸以上の団体（地域自治区につき 1団体・農業者 1戸以上含む） 

 ・補助対象経費：「将来ビジョン」に掲げた 5つのテーマ別の取組の実現に向けた研修、試験的な栽培・

加工、機械の借上げ等に要する経費 

 ・補 助 額：経費実費相当額（上限 1年目 50 万円、2年目 25 万円） 

  ≪活用例≫ 

取組内容 

・半農半Ⅹの先進事例を視察 
・雪国マルシェ（東京都）に出店 
・ドローンによる防除実演会の開催 
・鳥獣忌避剤の試験散布  等 

・新規就農者募集ホームページの更新 
・有機肥料によるそばの栽培実証試験 
・「新そばまつり」で提供するそばメニ
ューの開発  等 

取組写真 

  

雪国マルシェに出店し、地域の特産品を販売 新そばまつりで提供したそば御膳 

〇 中山間地域元気な農業づくり推進員 

地域の話合いにより定めた「将来ビジョン」の実現に向け、地域に入って手助けを行う「元気な農業

づくり推進員」を配置し、担当地域において、将来ビジョンの実践に向けた話合いや具体化をサポート

するなど、地域主体の取組を後押しする。 

 ・ 職務内容 

  ⑴ [重点事項] 将来ビジョンの実践支援 

  ⑵ [重点事項] 集落戦略の作成と実践支援 

  ⑶ [重点事項] 中山間地域等直接支払制度の第 6期対策に向けた準備作業と活用促進 

  ⑷ 県ビレッジプラン推進チームへの参画と取組支援 

  ⑸ 中山間地域振興作物生産拡大事業の取組推進 

  ⑹ 棚田米販売促進戦略の実践支援及びマーケティング活動支援事業補助金の活用促進 

  ⑺ ヤブタケの普及促進と栽培指導（R5 に作成したマニュアルの有効活用） 

  ⑻ 農業振興や地域振興に向けた情報収集及び情報提供 

  ≪担当地区≫ 

項目 木田庁舎管内 
柿崎区 

総合事務所管内 
浦川原区 

総合事務所管内 
板倉区 

総合事務所管内 

将来ﾋﾞｼﾞｮﾝ数 
2 

谷桑・名立 
（ビレッジ 1） 

2 
柿崎・吉川 

3 
安塚･大島･浦川原 

2 
牧・板倉 

（ビレッジ 2） 

集落協定数 11 15 29 20 

担当地域 
主 羽深推進員 小日向推進員 山田推進員 石平推進員 

副 石平推進員 山田推進員 小日向推進員 羽深推進員 

推進員等 4名の担当地域を設定し、各地域 2名体制で業務を遂行する。 


